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１．石油コンビナート等特別防災区域の特定事業所
における事故の状況（令和６年中）
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石油コンビナート等特別防災区域と特定事業所

☆石油コンビナート等災害防止法において、特別防災区域と特定事業所を定義。
☆必要な防災体制の確立を図る。

石油コンビナート等特別防災区域（法第２条）
大量の石油や高圧ガスが取り扱われている区域を政令で指定

（区域の主な考え方）※石油10万ｋｌ又は高圧ガス2千万㎥

石油の総貯蔵・取扱量
１０万𝐾ℓ

+
高圧ガスの総処理量

２０００万㎥
≧１

32都道府県 76地区
※令和６年12月７日現在

番号
特別

防災区域
番号

特別
防災区域

番号
特別

防災区域
番号

特別
防災区域

番号
特別

防災区域

1 釧路 15 鹿島臨海 31 福井臨海 47 御坊 63 白島

2 苫小牧 16 京葉臨海北部 32 清水 48 水島臨海 64 福岡

2-2 石狩 17 京葉臨海中部 33 田原 49 福山・笠岡 65 福島

3 室蘭 18 京葉臨海南部 34 衣浦 50 江田島 66 上五島

4 北斗 19 東京国際空港 35 名古屋港臨海 51 能美 67 八代

4-2 知内 20 京浜臨海 36 四日市臨海 52 岩国・大竹 68 大分

5 むつ小川原 21 根岸臨海 37 大阪北港 53 周南 69 串木野

6 青森 22 新潟東港 38 堺泉北臨海 54 宇部・小野田 70 鹿児島

7 八戸 23 新潟西港 39 関西国際空港 55 六連島 71 喜入

8 久慈 24 直江津 40 神戸 56 阿南 72 志布志

9 塩釜 25 富山 41 東播磨 57 番の州 73 平安座

10 仙台 26 婦中 42 姫路臨海 58 新居浜 74 小那覇

11 男鹿 27 新湊 43 赤穂 59 波方

12 秋田 28 伏木 44
和歌山北部
臨海北部 60 菊間

13 広野 29 七尾港三室 45
和歌山北部
臨海中部 61 松山

14 いわき 30 金沢港北 46
和歌山北部
臨海南部 62 北九州 ※76区域
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石油コンビナート等特別防災区域と特定事業所

☆石油コンビナート等災害防止法において、特別防災区域と特定事業所を定義。
☆必要な防災体制の確立を図る。

特定事業所（法第２条）
石油や高圧ガス等を取り扱う事業所を政令等で指定

第１種事業所（３１８事業所）
大量の石油又は高圧ガスを取り扱う事業所

レイアウト事業所（１４４事業所）
第1種事業所のうち石油と高圧ガスを取り扱う事業所

第２種事業所（３２４事業所）
一定量以上の石油又は高圧ガ

ス等を取り扱う事業所

６４２事業所
※令和６年４月現在

石油貯蔵・取扱量
１万ｋｌ

＋ 高圧ガス処理量
200万㎥

≧ １

＋ 高圧ガス処理量
20万㎥

＋
可燃性液体・固体
可燃性ガス
毒劇物/各々基準量 等々

≧ １

かつ、発生する災害及び１種事業所における災害が相互に重要な影響を及ぼすとし
て都道府県知事が指定する。

石油貯蔵・取扱量
1,000ｋｌ



種 別
令和６年中の事故 令和５年中の事故

一般事故 地震事故 一般事故 地震事故

火 災 １３９ １３８ １ １２０ １２０ ０

爆 発 ２ ２ ０ ４ ４ ０

漏えい ２７８ ２７０ ８ ２６８ ２６６ ２

その他 ２４ ７ １７ ５ ５ ０

合 計 ４４３ ４１７ ２６ ３９７ ３９５ ２
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事故の発生状況

地震事故＝地震又は津波による事故
一般事故＝地震事故以外の事故
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事故件数の推移

地震事故＝地震又は津波による事故
一般事故＝地震事故以外の事故

平成10年以降,右肩上がりの状況。
令和６年の一般事故件数は過去最高となった。

平成30年北海道胆振東部地震

東日本大震災
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平成10年以降の一般事故発生件数（事故種別ごとの推移）
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・死者は２名発生し死傷者数は昨年から47人増加

・事故の発生要因としては、物的要因のうち腐食疲労等劣化が多く、人的要因
では、操作確認不十分と維持管理不十分が多い。

【死傷者の発生した事故件数・死者・負傷者の推移】
【令和６年中の一般事故の発生要因】
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一般事故の発生状況（要因別・主原因別発生件数の推移）

【過去１０年の一般事故
における要因別発生件数
の推移】

【過去５年の主原因別
一般事故件数の推移】



10

参考：死傷事故の主原因別発生件数（平成18年から令和４年までの合計値）

【人的要因における主原因
別件数】

【物的要因における主原因
別件数】
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▪主原因の区分解説（消防庁オンライン事故報告入力要領から抜粋）

主原因 解説

維持管理不十分 当該施設において本来されなければならない維持管理が不十分であったものをいう

誤操作 本来なされなければならない操作と異なる操作を実施したものをいう

操作確認不十分 操作項目、操作手順には問題ないが、確認が不十分であったため、操作の内容等が不適切であったものをいう

操作未実施 本来なされなければならない操作を行わなかったものをいう

監視不十分 本来なされなければならない監視が不十分であったものをいう

腐食疲労等劣化 腐食疲労等劣化が原因となり事故に至ったものをいう

設計不良 設計不良が原因となり事故に至ったものをいう

故障 機器の故障が原因となり事故に至ったものをいう

施工不良 施工不良が原因となり事故に至ったものをいう

破損 破損が原因となり事故に至ったものをいう

交通事故 公道を走行する車両の事故をいう

人的要因

物的要因



資料１－１_HP掲載
無し（２）

（参考）令和６年中に発生した死傷事故（出光興産㈱千葉事業所）
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引用元：出光興産株式会社ホームページ
【千葉事業所 重油脱硫装置における労働災害の発生および再発防止について】

▪フランジ開放工事の復旧作業時に開放部より熱油が噴出
１．発生日時
令和６年５月２６日（日） １５時００分頃

２．発生場所
出光興産株式会社 千葉事業所
重油脱硫装置

３．被害状況
死者１名、負傷者５名の人的被害

４．事故概要
熱交換器のフランジのガスケットの取替え工事を実施後、フランジを復旧しようとしていたところ、
高温の軽油留分が噴出し、作業場所にいた６名が死傷したもの。

発災場所の周辺状況 装置概略フロー図



本件に関する詳細は、出光興産株式会社ホームページを御確認願います。
https://www.idemitsu.com/jp/business/factory/chiba/news/2024/250314.pdf

４．原因（抜粋）
軽油の吹き出しについて

〇当該フランジ付近に設置された反応塔の出口にある水平配管に軽油が残留しており、更に反応塔内の軽油が流下す
ることで、反応塔出口の水平配管が満たされたことに加え、その反応塔内で圧力が上昇した結果、フランジから軽油
が噴出した。

〇工事実施当時は、当該フランジ直近のドレン配管にて脱液、脱圧、及びフランジ部の温度を確認し、工事環境が
整ったと判断したが、当時の知見からは以下の事象を想定することが難しく、軽油の吹き出しを予見できなかった。

・配管内の軽油は移送した後も反応塔出口の水平配管に一部残留し、さらに反応塔からの流下によって水平配管を満
たすほどの軽油が蓄積すること。

・通常より低い温度・圧力かつ反応に必須である水素のない環境下においても、触媒と残存した軽油により、微量な
分解反応が起こり、配管内の圧力が上昇すること。

５．再発防止対策（抜粋）

（１）工事環境確保におけるドレン滞留及び圧力上昇
に関する改善策の仕組み化

・工事個所を孤立できない場合、その範囲にある
全ての低所ドレン配管からのドレンアウトの実
施と系内の脱圧状態を維持するため、圧抜き箇
所を設定する。

（２）リスクアセスメントの実施体制に関する強化策
の仕組み化

（３）安全審査のさらなる強化

発災場所の周辺状況

https://www.idemitsu.com/jp/business/factory/chiba/news/2024/250314.pdf


２．石油コンビナート等防災体制検討会
（石油コンビナートにおける事故に関する検討）
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石油コンビナートにおける事故件数は近年増加傾向にあり、事故件数の増加には重大事故の発生につながる危険が潜んでいるこ
とから、これまで以上に積極的に事故防止に取り組んでいくことが求められている。これら事故データの分析の結果、事故件数増
加の一方でその多くは小規模な事故や重大な事故ではない状況がみられた。これは事業者において事故を小規模にとどめる取り組
みが功を奏していることも要因のひとつと考えられる。
そこで本検討会では事故データを分析するとともに、事業者における取り組みを調査することで、重大な事故につなげないよう

事故を防止する方策や事故が発生したとしても被害を軽減するための方策を検討しとりまとめた。
具体的には、事故防止の方策として、統計データをもとに類型化した事故事例とその対策を紹介するとともに、現場での取り組

みにすぐに活用できるようイラストを活用した事故事例を掲載した「石油コンビナートにおける事故分析を踏まえた事故防止の手
引き」を作成した。また、被害を軽減する方策として、小規模漏えい事案の活動要領等を既存の教育テキスト等に追加した。

【検討体制】

【石油コンビナートにおける一般事故発生件数の推移】
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小林 恭一
危険物保安技術協会特別顧問（座長）
（元東京理科大学教授）

西 晴樹
消防庁消防大学校 消防研究センター
技術研究部長（座長代理）

荒木 勝美 石油化学工業協会 消防防災専門委員長

江藤 義晴 四日市市消防本部 参事兼予防保安課長

小山田 賢治
高圧ガス保安協会 保安技術部門
グループマネージャー

金子 正和 川崎市消防局 予防部保安課長

熊﨑 美枝子 横浜国立大学大学院 環境情報研究院教授

宍戸 仁（R6.4～）
富田 正幸（～R6.3）

仙台市消防局 予防部規制指導課長

辻󠄀 裕一 東京電機大学 工学部機械工学科特定教授

時岡 宏彰
危険物保安技術協会
事故防止調査研修センター長

中西 美和 慶應義塾大学 理工学部管理工学科教授

橋本 昌樹（R6.4～）
小谷 茂（～R6.3）

日本鉄鋼連盟 防災委員会委員

藤井 直路（R6.4～）
舘 宏明（～R6.3）

茨城県 防災・危機管理部消防安全課長

三浦 安史 石油連盟 安全管理部長

【検討経過】
・第１回令和５年10月
・第２回令和６年３月
・第３回令和６年６月

【手引き等作成】
・令和６年８月

（石油コンビナートにおける事故に関する検討）
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報告書の構成

○事故を防止する方策
「別冊1 石油コンビナートにおける事故分析を踏まえた事故防
止の手引き」の作成

○被害を軽減する方策
「別冊２ 自衛防災組織の防災活動の手引き」及び「別冊３ 自
衛防災組織等の防災要員のための標準的な教育テキスト」の改訂

石油コンビナートにおける事故の発生状況、要因及び被害状況に
ついて、消防庁が保有する事故データを使用して統計的手法によ
り分析した結果



【検討結果① 事故を防止する方策】
「石油コンビナートにおける事故分析を踏まえた事故防止の
手引き」の作成

消防庁が保有する石油コンビナートにおける事故データに基づき過去
５年間に発生した爆発、火災、漏えい事故等の合計1,000件を超える事
故事例を分類分けした上で、事故防止のためのポイント等を示した新た
な資料である。
各事業所の安全管理部門向けに作成しているが、安全管理部門を通じ

て、現場監督者など現場サイドに展開され活用されるよう、具体的な対
策事例などはイラストを活用して分かりやすくまとめ、そのまま現場の
教育に活用できるようにした。

（手引きの特色）
・事故事例は、事業者の一連の業務である「設計」「施工」「維持管
理」の場面ごとに分類している。
・各場面ごとに分類された事故事例は、爆発、火災、漏えいの3種類の
災害種別、更には石油コンビナートを構成する業態（石油製品等製造業
の他３業態）ごとに分類し、事故防止のための配慮事項を示している。
・事故事例を踏まえた事故防止のポイントを挙げるとともに、多く発
生している事故形態を複数選び、イラストを付けて具体的な対策事例を
示している。
・事業所における事故防止のための取組み事例をコラムとして紹介し
ている。

【事故防止の具体的対策事例から一例を抜粋】
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【場面ごとに分類された事故事例から一例を抜粋】※施工面・漏えい事故・化学工業

検討結果① 事故を防止する方策
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１ 事故防止の切り口
事故防止のポイントを挙げる切り口として、事業者が手引きを活用することを考慮し、事業者の一連の業務の流れに対応するよう、

各主原因への対策を事故防止のポイントとしてまとめている。

（※）手引きの「維持管理面」については２分類し、手
引きに記載している。

・人的な維持管理面：
「維持管理不十分」のほか、「誤操作」「操作確認不十
分」「操作未実施」及び「監視不十分」に係る内容を含
めている。

・物的な維持管理面：
「腐食疲労等劣化」、「故障」及び「破損」に係る内容
を含めている。

「事故防止の手引き」の特色

２ 事故防止のポイントの概要
手引きでは、「設計面」「施工面」「維持管理面」ごとに事故事例及び事故事例を踏まえた事故防止のポイントを示しており、概要は次

のとおりである。

・事故の発生状況を分析
消防庁が保有する全国の石油コンビナートの事故データを用いて、「設計面」「施工面」「維持管理面」に係る事故の発生状況を分析。

・事故事例のまとめ
「設計面」「施工面」「維持管理面」に係る事故事例を、「爆発」「火災」「漏えい」の３つの事故に区分し、業態別にとりまとめる。さ
らに各業態における発生機器等別に事故事例を分類する。

・事故防止のポイント
「設計面」「施工面」「維持管理面」ごとに、事故事例を踏まえた事故防止のポイントを挙げるとともに、多く発生している事故形態を複
数選び、「具体的な対策事例」として「発生原理」「多く発生している箇所」「対策事例」を示す。
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「事故防止の手引き」の構成 手引き第3章の構成（抜粋）

巻末資料 事故事例集へ

具体的な対策事例
事例№①適切な材料や機器の選定

「具体的な対策事例」
３つの場面では次のことを挙げている。

「設計面」
・粉じん爆発に対する配慮
・静電気による火災に対する配慮
・内圧上昇による漏えいに対する配慮

「施工面」
・適切な材料や機器の選定
・フランジ継手からの漏えいに対する配慮
・電気設備の火災に対する配慮

「維持管理面」
①人的な維持管理面
・火気使用時における配慮
・作業時のヒューマンエラーに対する配慮
②物的な維持管理面
・長期使用による素材の劣化に対する配慮
・保温材下腐食（ＣＵＩ）に対する配慮
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「事故防止の手引き」の構成

巻末資料
事故事例集の目次



21

「事故防止の手引き」の構成 ・事故防止のための留意すべきポイント【イラスト】
施工面及び維持管理面における事故防止のため、従業員教育等の場で活用してもらうために、

事故が多く発生している箇所をイラストにまとめている。
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「事故防止の手引き」の構成 ・事業者による事故防止の取組み事例の紹介
手引きでは、具体的な対策事例のほか、施工面及び維持管理面における事故を防止するための、

事業者の取組み事例を「コラム」として紹介している。



【検討結果② 被害を軽減する方策】
小規模漏えい事案の活動要領を作成

漏洩事故の件数は、施設の老朽化等により増加傾向に
あり、引き続き事故を発生させないよう取り組む一方で、
事故が発生したとしても被害を軽減させる取り組みを効
果的に講じることも重要である。
漏えい事案を小規模なものにとどめるための効果的な

活動方法について事業所調査を踏まえ、活動要領として
新たに作成し、既存の「自衛防災組織等の防災活動の手
引き」及び「自衛防災組織等の防災要員のための標準的
な教育テキスト」へ追加し改定することで、事業者の自
衛防災組織等の関係者に広く共有を図る。

○小規模漏えい事案の活動要領の主な項目
写真等を交えて活動フェーズごとに整理

［活動フェーズ］
⑴ 早期覚知
・点検やパトロールにおけるポイント
・検知機器の例

⑵ 早期通報
⑶ 被害軽減措置
・装置の緊急停止
・配管等の縁切り
・オイルパンによる漏えい拡大防止
・応急用固定バンド等による応急補修
・ガス吸引設備による回収
・オイルフェンスの展張
・施設外への漏えい防止

⑷ 出火防止措置
・散水による拡散防止
・窒素置換による引火防止
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【小規模漏えい事案の活動要領から一部を抜粋】

検討結果② 被害を軽減する方策



３．石油コンビナート等における自衛防災組織の
技能コンテスト
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特殊災害室
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特殊災害室

技能コンテスト概要

１. 目的
石油コンビナート等では、ひとたび災害が発生すれば被害が甚大なものとなることから、

事業所に防災要員や消防車両等を備えた自衛防災組織が置かれています。
消防庁では、自衛防災組織の技能及び士気を向上させ、石油コンビナート等の防災力を

強化することを目的に平成26年度から技能コンテストを行っています。

４. 競技実施時期
消防庁職員が審査を実施〈８月上旬～９月下旬〉 ※今年度からは原則オンライン審査

２. 参加資格
「大型化学高所放水車及び泡原液搬送車」または「高所放水車及び化学消防車」を保有

しており、管轄消防本部の推薦を受けている。

３. 参加組織
３６組織（令和７年度）

５. 訓練想定
大規模石油タンクから出火したことを想定
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特殊災害室

コンテスト実施写真
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特殊災害室

表彰の状況

優秀な自衛防災組織等に表彰状を授与
○石油コンビナート等における自衛防災組織の技能コンテスト表彰式

日時：令和６年１２月１３日（金）
場所：合同庁舎２号館（東京都千代田区霞が関2-1-2）

最優秀賞・・・１組織：四日市臨海地区特別防災区域共同防災組織（昭四石隊）
優秀賞・・・・４組織：株式会社ENEOS マテリアル四日市工場自衛消防隊

四日市臨海地区特別防災区域共同防災組織共同霞隊
大分石油化学コンビナート共同防災組織
秋田国家石油備蓄基地自衛防災組織

奨励賞・・・１０組織
特別賞・・・・１組織

＜消防庁動画チャンネル（YouTube）＞
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特殊災害室

ご清聴ありがとうございました。


